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多孔質材料の超音波領域における伝搬特性を測定する際、 1kHz""'120kHz 

の周波数範囲で小さな試料を測定する場合の問題点について検討した。

また、測定値から定めた理論モデルの諸定数を使った計算値と音響管で

の測定値との比較を示す。

して提案している拡張

Lambertモデルの分布定数回路による等価

回路である。 Biot同の円形断面細管モデ、ル

による実効密度、実効流れ抵抗と Lambert(S)

の体積弾性率、 Zwikker& Kosten (6)の横穴効

果に関する考察を取り入れている。

Fig.1において、 ρ は 気 孔 中 の 空 気 の実

効密度、 φは実効流れ抵抗、 Kは空気の体

積弾性率で、

ρ=んksρo/ρ 

ks = 1 + 8F;， K / K 2 
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空気伝搬音、透過損失、推定

等価モデルと1 . 

超音波低減用音響フィルタの開発(1)に関

連して、繊維材料や発泡ウレタン等多孔質

材料の透過損失と音速を測定し、理論モデ

ルを考案して検証している (2)(九本報 告で

は、 1kHz""' 120kHzの周波数範囲で小さな

試料を測定する際の問題点の検討と、測定

値から求めた理論モデルの定数を使った計

算値と、音響管での測定値との比較を示す。
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2. 音響等価モデル

Fig.1は超音 波 領 域 ま で 適 用 可 能 な音響
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Fig.1 Equivalent circuit using the extended 

Lambert's model 
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